


政治に希望が持てず、絶望していた

1月に26歳になりました。実は、私は長いあい

だ政治に関心が持てませんでした。自分の生活と

政治が関係のあるものだと知らなかったからです。

そんな時に、港区の入館施設でスリランカ人のウィ

シュマ・サンダマリさんが職員からひどい虐待を

受けて亡くなってしまった事件や、国会議員によ

るLGBTQの人々への差別発言などを見て、生ま

れて初めて社会に対して怒りを感じました。日本

はいい国だとばかり思っていたけれど、こんなふ

うに人権が侵害されるようなことが起こっている

と知って絶望していたのが、2021年のことです。

そんな中、社会はひどいことがたくさん起こっ

ているとある友人に嘆いていたら、「嫌なことば

かりに目を向けてないで、もっと幸せに生きてい

きなよ」というようなことを呆れたように言われ

てしまいました。すごくモヤモヤしたものの、そ

の時は何も言い返せませんでした。

共産党の姿に希望をもらう

そんな矢先に衆院選があり、共産党の池内さ

おりさんの演説動画が SNSでたまたま目に飛び

込んできました。「毎日より良く生きていきたい

と願っている。それはただ一人、私がよく生き

れればいいんじゃない。みなさんが幸せであっ

て初めて、この社会は私の居場所になります」

という池内さんの言葉を聞いて、涙が出ました。

この人は私の気持ちを代弁してくれていると

思ったんです。

確かに、自分はある程度健康で、住む家もあ

り、食べるものにも困っていません。きっとこ

れからも幸せに生きていけるだろうと思いま

す。でも、自分が幸せだからと言って、その日

を生き延びることも大変な人や、大きな苦しみ

を抱えている人々のことをどうでもいいとは

やっぱり思えない。見て見ぬふりをして黙って

いるよりも、おかしいことにはおかしいと声を

上げる方が自分にとってずっと幸せなことなの

だと、その演説を聞いて確信になりました。

誰一人とりこぼされない社会に変えたい

　そして、昨年の1月に共産党に入党し、生きづ

らい社会を少しでも変えたいと党の職員として活

動してきました。そんな中、さいとう愛子市議の

後継者として要請があり、悩みました。しかし、

若者の声を政治に届けるには若い世代が政治の場

に立つことが大切だと聞き、それなら今求められ

ていることを精一杯頑張りたいと思い、市政に挑

戦することを決意しました。

　この間、名東区のいろんな方とお話しして実感

していることがあります。それは、若者も高齢者も、

あらゆる世代の人々が生きづらさを抱えていると

いうことです。どんな境遇でも、いくつになっても、

尊厳を持ち安心して生きていく権利が、すべての

人にあるはずです。私は、この街で暮らしている

すべての人が生きやすい名古屋市にしたいです。

　さいとう愛子市議は、誰よりも市民の声に耳を

傾け、市民と共に市政を動かしてきた人です。こ

の大切な議席を失うわけにはいきません。今度は

私が、みなさんの声を届けます。


